
別紙様式１－１

茨城県立水戸第二高等学校 23 ～ 27

平成２６年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告(要約)

① 研究開発課題
ア 次世代を担える科学的素養を備えた女性の育成
イ 積極的に世界を目指す女性科学者育成の基盤づくり
ウ 小･中学校等に対する科学への夢を育むための教育支援の研究と開発
② 研究開発の概要
ア 全生徒が科学リテラシーを身につけ､環境に関する調査研究をすることによって､持続可能な
社会の構築に寄与するための実践力を育成できる。

イ 積極的に世界を目指す女性科学者を育成するためのカリキュラムの研究開発により､各自が
研究計画から発表論文まで自律的に取り組むことができる。

ウ 高大接続を軸とし､小･中学校等と連携を図り､科学に夢をもたせる指導法の研究開発により､
地域の拠点校として､小学校から大学までの連続した科学教育を推進できる。

③ 平成２６年度実施規模
｢白百合セミナー｣(１年次は｢道徳｣)は､全学年・全クラスを対象に実施した。
｢自然科学Ａ｣は､１･２学年全クラスを対象に実施した。
｢環境科学｣は､２年文・理系クラスを対象に実施した。
｢SS化学Ⅰ｣｢SS物理Ⅰ｣｢SS生物Ⅰ｣｢SS地学Ⅰ｣は２学年SS･理系クラスを対象に実施した。
｢SS科学Ⅱ｣｢SS物理Ⅱ｣｢SS生物Ⅱ｣｢SS地学Ⅱ｣は３学年SS･理系クラスを対象に実施した。
｢自然科学Ｂ｣は､３学年文系全員と理系・SSクラスの希望者を対象に実施した。
｢SS課題研究｣､｢サイエンスイングリッシュ（SE）｣は２学年SSクラスを対象に実施した。
｢数理科学セミナー｣はSSクラス､理系クラス及び希望者を対象に実施した。
｢科学系部活動｣は科学系部活動部員を対象に実施した。
｢海外セミナー｣は２学年SSクラスの希望者を対象に実施した。
④ 研究開発内容
○研究計画
[第１年次](23 年度実施)
ア ｢白百合セミナー｣ ・・・｢SSH講演会｣･｢自然科学体験学習｣
イ 学校設定科目の実施・・・｢自然科学｣､｢SCSⅠ｣､｢SCSⅡ｣
ウ 小･中学校等に対する科学への夢を育むための教育支援
・9/10水戸市立五軒小学校 2/23 同市立第二中学校

エ ｢数理科学Ⅰ・Ⅱ､セミナー｣
・7/16 茨城大学理学部準教授 長谷川 博氏 2/29 中央大学理工学部教授 松下 貢氏

オ ｢海外セミナー｣ 7/28 ～ 8/5 米国(ワシントン､ボストン､サンフランシスコ)SSクラス 27 名
カ ｢科学系部活動｣ 地学部､数理科学同好会､生物同好会が研究成果を学会等で発表
キ SCSⅡ課題研究発表会 7/16
ク SSH研究成果報告会 2/28
ケ 高大接続委員会 6/7 10/24 1/25
[第２年次](24 年度実施)
ア ｢白百合セミナー｣・・・｢自然科学体験学習｣･｢SSH講演会｣
イ 学校設定科目の実施
・｢自然科学Ａ｣､｢環境科学｣､｢SS科学Ⅰ｣｢SS物理Ⅰ｣｢SS生物Ⅰ｣｢SS地学Ⅰ｣､｢SS課題研究｣､
｢SE｣､｢SCSⅡ｣

ウ 小･中学校等に対する科学への夢を育むための教育支援
・7/24 2/2 水戸市次世代ﾘｰﾀﾞｰ育成事業 11/2 水戸市立内原中学校 1/23 同三の丸小学校

エ ｢数理科学セミナー｣
・6/7 ､ 10/6 講師：千葉大学大学院 理学研究科 准教授 北畑 裕之 氏

オ ｢海外セミナー｣ 8/2 ～ 10 米国(ワシントンD.C. ボストン トレーシー)SSｸﾗｽ 24 名
カ ｢科学系部活動｣ 地学部､数理科学同好会及び生物同好会が学会等で発表
キ SS課題研究発表会 7/14 茨城大学
ク SSH研究成果報告会 2/22 茨城県立図書館
ケ 高大接続委員会 5/31 10/31 1/30
[第３年次](25 年度実施)
ア ｢白百合セミナー｣・・・｢SSH講演会｣･｢自然科学体験学習｣
イ 学校設定科目の実施
・｢自然科学Ａ｣､｢自然科学Ｂ｣､｢環境科学｣､｢SS化学Ⅰ｣｢SS物理Ⅰ｣｢SS生物Ⅰ｣｢SS地学Ⅰ｣､
｢SS科学Ⅱ｣｢SS物理Ⅱ｣｢SS生物Ⅱ｣｢SS地学Ⅱ｣､｢SS課題研究｣､｢SE｣

ウ 小･中学校等に対する科学への夢を育むための教育支援



・茨城大学 4/20 ､ 11/9 水戸市次世代エキスパート育成事業 8/23 2/1
水戸市立内原中学校 11/7 ､ 12/6 水戸市立三の丸小学校 2/4

エ 数理科学セミナー
・4/27 5/11 松下 貢(中央大学名誉教授） 6/22 小口日出彦((株)ﾊﾟｰｽﾍﾟｸﾃｨﾌﾞ･ﾒﾃﾞｨｱ社長）
12/7 湊 淳(茨城大学大学院理工学研究科教授) 3/8 馬籠信之(独協医科大学基盤教育准教
授) 3/13 北畑 裕之(千葉大学大学院理学研究科准教授)

オ 海外セミナー 8/1 ～ 8/9 米国(ワシントン､ボストン､ トレーシ)SSｸﾗｽ生徒 25 名
カ 科学系部活動 地学部､数理科学同好会､生物同好会が学会等で発表
キ SS課題研究発表会 7/19 常陽藝文センター
ク SSH研究成果報告会 2/20 常陽藝文センター
ケ 高大接続委員会 5/31 10/31 1/30
[第４年次](26 年度実施)
ア ｢白百合セミナー｣
・｢自然科学体験学習｣ 8/1 ～ 8/3 栃木県日光市 奥日光周辺（火山･湖沼･動植物の各班）
・｢SSH講演会｣
6/13 秋山 仁 氏（東京理科大学理数教育研究センター長）「Math Spectacle Show」
11/6 渋井 真帆 氏（（株）MS研修企画 代表取締役）｢社会で自分らしく羽ばたく方法｣

イ 学校設定科目の実施
・１･２学年｢自然科学Ａ｣､２学年文･理系｢環境科学｣。化学と生物学の共通事項等を横断
的に学び､自然と人間生活の結びつきの中で生じる様々な問題や調和について考えられ
る能力､問題解決のための実践力を持った生徒を育成した。
7/14 原子力セミナー（｢環境科学｣） 2/26 原子力セミナー（１学年｢自然科学Ａ｣）

・２学年SSクラスと理系｢SS化学Ⅰ｣｢SS物理Ⅰ｣｢SS生物Ⅰ｣｢SS地学Ⅰ｣､３学年SSクラスと
理系｢SS科学Ⅱ｣｢SS物理Ⅱ｣｢SS生物Ⅱ｣｢SS地学Ⅱ｣。科目を系統的､効率的に組み直し､か
つ科目間の横断的な学習により､科学を総合的に思考する力を育成した。

・２･３学年SSクラス｢SS課題研究｣。大学・研究機関等の協力を得ながら実施。学会等､多
くの場で発表することを通じて研究を深化させることができた。また､構想力･分析力･問
題解決能力等を身に付け､自律的に研究できる科学者の基盤づくりを行うことができた。
7/19 SS課題研究発表会 2/20 SSH研究成果報告会

・２学年SSクラス｢SE｣。英語を活用する能力を向上させ､｢SS課題研究｣を英語で発表する力
を身につけさせるとともに､英語による科学実験を実施し､積極的に世界を目指す女性科学
者育成の基盤づくりを行うことができた。
10/28･2/20 英語による科学実験 10/4･2/7 SE講演会 3/18 英語による課題研究発表会

ウ 小･中学校等に対する科学への夢を育むための教育支援
・チャレンジサイエンスの名称で本校生がインタープリターとして活躍し､小中学生に観
察･実験指導を行い､科学の楽しさを伝え興味関心を深めさせる活動を行った。
茨城大学 4/19 水戸市立三の丸小学校 6/24･8/8･1/27･2/10･2/24･3/6
中学生おもしろ実験講座 8/9 水戸市立内原中学校 2/13
水戸市次世代エキスパート育成事業 8/22 水戸市小･中学校教員理科実験研修会 8/26

エ 数理科学セミナー
・9/12 ﾄﾐｵ ﾍﾟﾄﾛｽｷｰ(テキサス大学上級研究員） 11/1 松下 貢（中央大学名誉教授）
1129 小磯深幸(九州大学教授) 郡宏(お茶の水女子大学准教授) 川原田茜(静岡県立大学
助教) 長山雅晴(北海道大学教授) 3/14 坂井 公（筑波大学准教授）

オ 海外セミナー
・ﾀﾌﾂ大学とﾄﾚｰｼｰ高校で､英語による生徒発表及び質疑を行った。

7/31 ～ 8/8 米国(ﾜｼﾝﾄﾝD.C. ﾏｻﾁｭｰｾｯﾂ州 ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ州) SSｸﾗｽ生徒 25 名
カ 科学系部活動
・地学部､数理科学同好会､生物同好会が学会等で発表し研究の質の向上を図った。

キ 高大接続委員会
・茨城大学と､高大接続のための共同研究をおこなった。

5/30 茨城大学理学部 10/31 水戸二高 1/29 茨城大学理学部
[第５年次](27 年度実施)
実施内容は[第４年次](26 年度実施)のとおりである。教員・生徒および既卒者へのアンケ

ートを実施して事業成果の分析･評価･検証を行い､３期目指定に向けての準備を行う。
○教育課程上の特例等特記すべき事項
研究開発課題の実現に向けて､既存の枠組みでは対応できないことから以下の学校設定科目を
実施する。
・｢自然科学Ａ｣：１学年において｢化学基礎｣､｢生物基礎｣に替え､４単位で実施。２学年文系で｢地

学基礎｣､｢社会と情報｣(１単位)に替え､また､２学年理系､SSクラスで｢物理基礎｣
(又は地学基礎)､｢社会と情報｣(１単位)に替えて､それぞれ､２単位で実施する。

・｢自然科学Ｂ｣：３学年で｢化学基礎｣､｢地学基礎｣､｢生物基礎｣に替え､３単位で実施する。



・｢環境科学｣ ：２学年文系､理系で｢社会と情報｣(１単位)に替え､１単位で実施する。
・｢SS化学Ⅰ｣ ：２学年SSクラスで､｢社会と情報｣の１単位と｢化学｣の２単位を合わせ３単位で実施する。
・｢SS科学Ⅱ｣ ：３学年SSクラスと理系で､「化学」に替えて４単位で実施する。
・｢SS課題研究｣： ２学年SSクラスは｢社会と情報｣(１単位)に替え､３学年SSクラスにおいては､｢総合的な

学習の時間｣(１単位)に替えて､それぞれ１単位で実施する。
○平成２６年度の教育課程の内容(平成 26 年度教育課程は別紙参照)
・全学年 ･･･｢白百合セミナー(１年は｢道徳｣)｣は総合的な学習の時間に実施。
・１･２年次･･･｢自然科学Ａ｣必修
・２年次 ･･･文･理系｢環境科学｣必修､SSｸﾗｽ：｢SS課題研究｣･｢SE｣必修､SS・理系：｢SSを付

す科目Ⅰ｣必修
・３年次 ･･･文系｢自然科学B｣必修､SS・理系｢SS科学Ⅱ｣を除く｢SSを付す科目Ⅱ｣２科目選

択かつ｢SS科学Ⅱ｣･｢自然科学B｣から１科目選択､SSｸﾗｽ｢SS課題研究｣･｢SE｣必修
○具体的な研究事項・活動内容
ア 全学年での取り組み ｢白百合セミナー(１年は｢道徳｣)｣
・総合的な学習の時間に実施。SSＨ講演会､｢自然科学体験学習｣

イ １･２学年 ｢自然科学Ａ｣
・１､２年の継続履修により物理･化学･生物･地学を円滑に関連づけ科学を総合的に捉える。

ウ ２学年文系･理系クラス ｢環境科学｣
・環境問題に対する情報収集および分析･判断する能力の育成。

エ ２学年SS･理系クラス ｢SS化学Ⅰ｣､｢SS物理Ⅰ｣､｢SS生物Ⅰ｣､｢SS地学Ⅰ｣
オ ３学年SS･理系クラス ｢SS科学Ⅱ｣､｢SS物理Ⅱ｣､｢SS生物Ⅱ｣､｢SS地学Ⅱ｣
・科目横断的な取組を意識し､共通実験を取り入れる等､科学を総合的に捉える能力を育成。

カ ２､３学年SSクラス ｢SE｣
・英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成を図る。ディベートや英語での課題研究発表及び質疑を行う。

キ SSクラス・理系クラス及び希望生徒 ｢数理科学セミナー｣
・科学現象を数学的なアプローチで説明できることを理解させることを目的に実施する。

ク 小･中学校等に対する科学への夢を育むための教育支援の研究と開発
・本校生が小・中学生に対しインタープリターとして科学実験指導をする。

ケ 科学系部活動
・科学系部･同好会が大学･研究機関等と必要に応じて連携を図り､研究活動を行う。また､
学会等において研究成果を発表することを通じて研究者育成のための基盤づくりを行う。

コ ｢高大接続委員会｣
・茨城大学理学部と課題研究の在り方､大学入試のあり方などについて共同研究する。

⑤ 研究開発の成果と課題
○実施による効果とその評価
ア ｢白百合セミナー｣
｢SSH講演会｣（全生徒）
・第１回（秋山 仁氏）数学者の視点から日常生活と数学の関連性について実演を通じてお
話し頂いた。多くの生徒が学問としての数学の魅力と重要性に気づいた講演会となった。

・第２回（渋井 真帆氏）社会現象を読み解くツールとしての数学をテーマに，文系生徒に
も数学に親近感を持てるお話をいただいた。両講演で数学を様々な切り口から見ることが
でき，数学のおもしろさを生徒に感じさせ，興味・関心を向上させることができた。

｢自然科学体験学習｣（希望生徒）
・奥日光で観察･測定･調査を行い､校内発表会を実施した。自然への興味･関心を持たせると
ともに､自然保護への意識を高めることができた。

イ 学校設定科目の実施
｢自然科学Ａ｣（１､２学年全員）
・１年次は化学･生物を網羅的に学習した。また､科学に関する記事をスクラップし､要約や
感想及び疑問点を調べた結果をまとめることにより､｢情報収集力｣｢表現力｣を育成できた。
２年次は物理･地学を中心に､１年次の内容もふまえて４領域を関連させた学びを提供し
た。科学を総合的に捉え理解する能力を育てることができた。

｢自然科学Ｂ｣（３学年文系全員、３学年SS･理系のうち希望した生徒）
・｢自然科学Ａ｣の発展的科目として行った。様々な生命現象及び生物活動の営みを､物質現
象や地球の誕生から現在までの歴史及び地球環境の変化と関連づけて学習させ、科学的思
考力･情報収集力･判断力･表現力を育成した。

｢環境科学｣（２学年文･理系）
・地域及び地球環境の諸問題を授業を通じて学ぶほか、各自が設定したテーマについて文
献やインターネット等を活用して調査を行い､考察を加えてプレゼンテーションを実施し
た。情報収集および分析･判断する能力の育てることができた。

｢SS科学ⅠⅡ｣｢SS化学ⅠⅡ｣｢SS物理ⅠⅡ｣｢SS生物ⅠⅡ｣｢SS地学ⅠⅡ｣（２･３年SS･理系クラス）
・各科目を関連させた授業を行い､科目の垣根にとらわれず総合的に科学を考える姿勢を育



てることができた。
｢SS課題研究｣（２･３学年SSクラス）
・大学や研究機関と連携し､研究手法を学びながら質を向上させることができた。またプレ
ゼンテーション能力を向上させ､発信力を高めることができた。

｢SE｣（２･３学年SSクラス）
・科学書籍による授業や課題研究ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝにより英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を向上させること
ができた。英語による講演や海外セミナーの実施により国際性の育成することができた。

ウ 小･中学校等に 対する科学への夢を育むための教育支援
・本校生がインタープリターとして実験指導をし､科学に興味を持つ子どもたちの裾野を広げた。
本校･茨城大学･内原中学校･三の丸小学校で開催した。とくに三の丸小学校では昨年度を
上回る５回の体験実験を開催した。｢水戸市次世代エキスパート育成事業｣(水戸市教育委
員会と連携)では､希望参加した水戸市内の小学生に実験講座や本校生のプレゼンテーショ
ンを行った。アンケートでは「また参加したい」とする回答が多く､たいへん好評だった。

エ ｢海外セミナー｣（２学年SSクラスのうちの希望生徒）
・最先端の大学等で､実際に実験機器に触れながら､研究者から研究の実際について学んだ。
タフツ大学では研究者を､トレーシー高校では現地教員及び生徒を前に､課題研究等の内容
を英語で発表した。トレーシー高校生の発表も実施した。英語学習への意欲やコミュニケ
ーション能力を高めることができ､女性科学者育成の基盤づくりを行うことができた。

オ ｢科学系部活動｣
・学会等での発表を通じて､研究の質が向上した。また､SSH生徒研究発表会において､課題研
究｢クマムシのtun状態へのプロセス｣が生徒投票賞を受賞した。

カ ｢高大接続委員会｣
・課題研究の連携及び大学入試のあり方について意見交換を行った。

キ ｢SS課題研究発表会｣
・３年SSクラスのすべての課題研究について口頭発表を公開で行った。

ク ｢SSH研究成果報告会｣
・午前は活動報告･研究発表を行い､午後は公開授業及び､ポスターセッションを行った。研
究内容の深化させるとともに､プレゼンテーション能力を向上させることができた。

○実施上の課題と今後の取組
｢SSH講演会｣は２回とも数学的な内容を中心に行い、文系の生徒でも無理なく興味・関心を

抱ける内容のお話をであった。とくに第２回目の講師は本校卒業生ということもあり、生徒と
講師の呼吸があった雰囲気の中で行われ､理数系への興味･関心の向上に大きな効果があった。
社会で活躍する本校卒業者の活用も見据えて講演会を実施していく。
｢自然科学体験学習｣は､水質等の測定や生物種の同定など､データ収集･調査を行った。自然

及び自然と人間生活との関わりに対する理解を深めさせ､環境に対する意識の向上を図る取組
を実地で行うことは有効である。事後には学年生徒を前に参加生徒全員が発表をおこなうが､
これは現地での調査水準の向上に寄与している。今回､調査目的をより明確に生徒に伝え､意
識がさらに向上した。研修は単なる観察ではない。文献や過去のデータ並びに他の地域との
比較検討によって研修の実をあげることが重要であり､不断の取組を行っていく。
｢SS課題研究｣はその進め方がほぼ確立している。また､高大接続委員会を軸とした茨城大学

との協力体制も構築されている。一方､研究内容や水準の向上に伴い､より深い連携が不可欠な
状況であり､今後は企業との連携も必要な段階である。幸いなことに数社から協力の申し出が
あり､それらを有効活用できるよう､教員がより積極的な取り組みと臨機な対応を行っていく。
｢海外セミナー｣は､国際性を高める上で｢SE｣と共に重要な取組である。今年度も､研究者を前

にした英語による研究発表､トレーシー高校生との相互プレゼンテーションを行った。海外セ
ミナーが契機となり、昨年度に引き続き今年度もアメリカの大学に進学する生徒がでており、
徐々に成果が現れているように感じる。今後は、課題研究等に資するプログラムを増やすなど
の検討を行っていく。また､トレーシー高校との連携を長期的視野に立って進めていく。
｢小・中学校等に対する科学教育支援｣は昨年度に比べて､小学校が１回から６回と大きく増加

した。相手校から実施の要望もあるなど､認知されてきている。夏休みの自由研究相談会では
多くの小学生が参加したほか､水戸市小・中学校教員の理科実験研修会では､本校教員が講師に
なるなど､地域の理数教育の向上に一定の貢献ができている。今後も近隣の小・中学校とより
密接に連携し､地域の理数系の裾野を広げる取組を行っていく。
年々､各事業とも充実した取り組みがなされるなされるようになってきたが､文系･理数系生

徒双方に意義のある活動となるよう､取組内容をさらに向上させていくことが重要である。そ
して､上に述べたような課題解決のためにも､全職員の協力のもと､研究開発課題に沿った取り
組みをさらに推進する必要がある。情報を教員間で共有し､一部の教員の取り組みにならない
進め方が大切である。教員間のコンセンサスを強固なものにし､充実した活動を目指したい。



別紙様式２－１
茨城県立水戸第二高等学校 23～27

平成２６年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題

① 研究開発の成果
｢次世代を担える科学的素養を備えた女性の育成｣､｢積極的に世界を目指す女性科学者育成の基盤づく

り｣､｢小･中学校等に対する科学への夢を育むための教育支援の研究と開発｣を目標に据え以下の成果を
あげた｡
ア「白百合セミナー」
自然科学体験学習は､現地専門ガイドと連携し､環境科学の側面から班別に測定･調査･観察し発

表を行った｡SSH講演会は以下の通り開催した｡これらにより科学的素養の向上を図った｡
・6/13 秋山 仁 氏（東京理科大学理数教育研究センター長）「Math Spectacle Show」
・11/6 渋井 真帆 氏（（株）MS研修企画 代表取締役）｢社会で自分らしく羽ばたく方法｣

イ「自然科学Ａ」
１学年では､生物基礎における生体内の化学現象を化学基礎と関連づけて学ぶなど､生物･化学を

横断的に学び､これらを総合的に捉える能力を育成した｡２年次は物理･地学を中心とした学習の中
で､１年次の内容もふまえて４領域を関連させ､総合的に理解する能力を育成した｡地学分野では､
防災教育と環境教育を重視し､｢火山と地震｣､｢大気の大循環｣等に力点を置き､映像や新聞等を用
い､知識と実際の現象の関連づけた｡１～２年次に､科学に関する新聞記事をスクラップし､意見･感
想･疑問点調べの結果をまとめ｢情報収集力｣｢表現力｣等を育成できた｡
ウ「自然科学Ｂ」
「自然科学Ａ」を発展させ､生命現象と生物活動の営みを､物質現象や地球の誕生から現在までの歴
史及び地球環境の変化と関連づけて学び､科学的思考力･情報収集力･判断力･表現力を育成した｡
エ「環境科学」
｢自然科学Ａ｣と関連させ､環境を総合的に見る能力を育成した｡まとめにプレゼンテーションを

行い､クラス代表者は本校のSSH研究成果報告会で発表した｡図書室と連携した情報検索講座と１･
２年次のスクラップブックが､情報収集力と情報収集量の向上に寄与した｡成果は環境フェスティ
バル等で発表し発表水準が向上した｡
オ「数理科学セミナー」
自然･社会現象を題材に､それらが数学的に説明できることを学んだ｡
・トミオ ペトロスキー(テキサス大上級研究員）「偉大な科学的発見､そして水戸第二高校生

たちによる発見」
・松下 貢（中央大名誉教授）「自然現象にひそむ法則と数学」
・ 1129 小磯深幸(九州大学教授) 郡宏(お茶の水女子大学准教授) 川原田茜(静岡県立大学
助教) 長山雅晴(北海道大学教授)

・坂井 公（筑波大学准教授）「切ったり貼ったり－デーンの定理とその周辺－」
カ「ＳＳ科学ⅠⅡ」､｢ＳＳ化学Ⅰ」（ＳＳ科学Ⅰから名称変更）､｢ＳＳ物理ⅠⅡ｣､｢Ｓ生物ⅠⅡ｣
科目間連携を重視して取り組んだ｡特に｢ＳＳ科学Ⅰ｣「ＳＳ化学Ⅰ」では科目横断的な取組を意

識した｡｢ＳＳ生物Ⅰ｣では眼球の解剖で水晶体の構造を物理と関連づけて実施した｡
キ「ＳＳ課題研究」
茨城大学での講義･研究室訪問･体験実験(４月)を経て研究計画をたてた｡６月と11月には校内中

間発表を行い､研究の内容及び方向性の確認及び修正を行った｡２年ＳＳクラスの研究テーマは､以
下の１６件である｡
(ｱ) ダイヤモンドダスト (ｲ) 化学反応を伴うヴィスカスフィンガーの研究
(ｳ) リーゼガング現象 (ｴ) フォトクロミズム

(ｵ) 閉鎖系 Belousov-Zhabotinsky反応の長時間挙動 (ｶ) 有機触媒を使った不斉合成
(ｷ) クマムシの tun化と温度の関係 (ｸ) ゴキブリ～ How to return～
(ｹ) 飼育条件がカイコに及ぼす影響－脈拍と体液糖度の変化－
(ｺ) 細胞性粘菌の移動体切断における子実体形成 (ｻ) 食品の揮発性物質によるカビの抑制
(ｼ) 変形菌の知性～変形菌はどのような 培地でも最短距離を結ぶのか
(ｽ) プラナリアの再生
(ｾ) リゾチームによる細菌分解反応～はたして体内できちんと働いているのか～
(ｿ) オーロラ発生の研究 (ﾀ) データとスポーツの関係性
３年ＳＳクラスは以下の１５件である｡
(A) オーロラの形成と実験機の製作 (B) 家庭用風力発電機の研究
(C) n-ペンタノール油滴の自発的運動 (D) 銀金属葉の成長と形(Ⅱ)
(E) 食品色素の研究 (F) フォトクロミズム
(G) 閉鎖系 Belousov-Zhabotinsky反応の振動の復活はどのようにおこるのか



(H) リーゼガング現象 (I) オオカナダモの細胞質流動速度
(J) クマムシの tun状態における環境ストレス耐性 (K) 千波湖のコクチョウ
(L) バイオリアクター～人工イクラを用いたアルコール発酵～
(M) 野生の花から分離した酵母の性質 (N) 茨城県北部海岸の砂について
(O) 時を超える奇跡の樹木 珪化木
学会等の発表会での成果は以下の通りである｡
・全国高等学校総合文化祭 茨城大会 奨励賞(G)
・ＳＳＨ生徒研究発表会(パシフィコ横浜) 生徒投票賞(J)
・坊ちゃん科学賞(東京理科大学) 優良入賞(I)､入賞(M)､佳作(J)
・ﾌﾟﾗｽﾞﾏ核融合学会高校生ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ（那珂核融合研究所）ポスター発表最優秀賞(A)
・日本学生科学賞茨城県作品展 佳作(J)
・茨城県高等学校文化連盟自然科学部研究発表会 化学部門最優秀賞(ｵ)､地学部門優秀賞(ｿ)
・高校生の科学研究発表会(茨城大学) ポスター発表賞(ｷ)

課題研究以外でも以下の成果を上げた｡
・ｻｲｴﾝｽｱｺﾞﾗ特別ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ「ｸﾘｯﾌﾟﾓｰﾀｰｶｰﾚｰｽ」（お台場） Ａブロック優勝 水戸二高チーム

その他にも多くの発表会・学会等で発表し､女性科学者の基盤づくりを行った｡
ク「サイエンスイングリッシュ(ＳＥ)」
２年SSクラスでは､８月には「海外セミナー」において英語プレゼンテーションを､３月には「英

語による課題研究発表会」を行い､英語プレゼンテーション能力及びコミュニケーション能力が向
上した｡その他､「英語による科学実験」や「英語による講演会」等を行った｡３年ＳＳクラスでは､
主に科学的内容の英語論文を要約し意見をまとめる活動を行った｡これらにより､英語運用能力を
向上させ､国際性を育成することができた｡卒業後は､昨年に引き続きアメリカの学校に進学する生
徒もでており､効果が現れていると感じる｡
ケ「海外セミナー」(米国 7/31～8/8)
ハーバード大学･マサチューセッツ工科大学･タフツ大学等では研究者の指導による実験や講義･

研究者とグループをつくっての班別討議･生徒の英語による課題研究発表等を行った｡ Tracy High
School では両校生混合で班をつくっての実験機器研修･両校生の発表･生徒及び教員交流等を行っ
た｡以上の研修により､課題研究の手法や水準及び科学的思考力・プレゼンテーション能力等を一
層向上させることができた｡あわせて英語コミュニケーション能力と国際性を育成し､科学技術立
国として世界をリードする日本に有為な人材の育成に寄与することができた｡
スミソニアン自然史博物館では､本物の化石･標本･生きた生物等の豊富な展示を前に､地球・生

命の誕生から現在に至る変遷等について学び､効果の高い研修を行うことができた｡スミソニアン
航空宇宙博物館では､科学・技術が人類発展のために有効に活用されるなかで軍事用にも利用され
ている現実を感じさせる展示になっている｡この展示を前にして科学・技術の功罪を考察した｡以
上を通して「自然・生命・環境に対する畏敬の念」及び「科学・技術に対する高い倫理観」を育
て､「自然科学への興味・関心」を女性科学者の卵にふさわしい水準に高める取組にすることがで
きた｡
コ「科学系部活動」
地学部は､天体観測における光害の問題が近年注目される中､水戸の夜空の明るさの実態を明ら

かにする研究を今年度も続けている｡今回はわずかな場所の違いや大気中の水蒸気量が天体観測に
影響を与える可能性を指摘した｡数理科学同好会は､課題研究との連携により｢閉鎖系Belousov-Zha
botinsky反応の長時間挙動｣の研究を深化させ､その化学的メカニズムに踏み込んだ｡成果として
は､全国高等学校総合文化祭茨城大会（奨励賞）､茨城県高等学校文化連盟自然科学部研究発表会
（化学部門最優秀賞）がある｡生物同好会は「クマムシのtun状態へのプロセスと蘇生する条件」
と「ネムリユスリカのクリプトビオシスと体外ストレスの関係」の研究を行っている｡成果は､前
者がSSH生徒研究発表会（生徒投票賞）､東京理科大学坊ちゃん科学賞（佳作）､日本学生科学賞茨
城県作品展（佳作）､茨城大学高校生科学研究発表会（ポスター発表賞）である｡これらの活動を
により女性科学者育成の基盤づくりを行った｡
サ「小･中学校等に対する科学への夢を育むための教育支援の研究と開発」
小・中学生に対して体験実験等を提供し自然科学に興味・関心をもつ児童･生徒の裾野を広げ

た｡下記の（カ）（キ）水戸市教育委員会の事業であり､同教育委員会との連携のもとで行った｡
(ｱ) 茨城大学サイエンステクノロジーフェスタ(来場者100名､本校科学系部員10名)

4/19 ｢不思議な窓をつくろう｣(工作・実験)
(ｲ) おもしろ体験実験講座(県内中学生80名､本校科学系部員20名)

8/ 9 物理｢不思議なバスをつくろう｣ 化学｢金属の不思議 燃えると何色？｣
生物｢高校最初の授業を体験しよう｣ 地学｢星座の話と早見盤作り｣

(ｳ) 小学校チャレンジサイエンス(水戸市立三の丸小学校児童30名､本校科学系部員10名）
第１回（6/24）「夏休み自由研究へのチャレンジ パート１」
第２回（8/ 8）「夏休み自由研究へのチャレンジ パート２」



第３回（1/27）「ウニの受精」
第４回（2/10）「炎色反応」「バブロケット」「割れない風船」
第５回（2/24）「ガラス細工でマイスポイトをつくろう」
第６回（3/ 7）「色が変わる不思議～化学振動反応って？～」

(ｴ)中学校チャレンジサイエンス（水戸市立内原中学校１学年全員､本校科学系部員12名）
2/13 「分子模型をつくる」（４､５時限に実施）

(ｵ)チャレンジサイエンスin日立（本校科学系部員12名）
11/30 「分子模型の作製」（青少年のための科学の祭典日立大会にブース出店）

(ｶ)水戸市次世代エキスパート育成事業
第１回（8/22）(小・中学生31名､本校科学系部員10名)
「波・光の不思議」(講義)､｢不思議な窓をつくろう｣(工作・実験)

第２回（1/31）(小・中学生80名､本校科学系部員12名)
「課題研究発表｢オーロラをつくる｣ 「SSH海外セミナー報告」

(ｷ)水戸市小・中学校教員理科研修会（小学校９校20名､中学校３校４名）
8/26 「ガスバーナーでガラス細工」､「蒸留で濃厚ワインを取り出そう」

本校生はインタープリターとして活躍した｡感想として｢知っていることと教えることがこんな
に違うとは思わなかった｣｢自分にとっても勉強になった｣等があった｡小・中学生では｢やったこと
のない実験ができておもしろかった」､｢理科って楽しいと感じた｣､｢また参加してみたい｣等があ
った｡今後も積極的に行っていきたい｡
② 研究開発の課題
ア「白百合セミナー」
SSH講演会は工学系がやや少ない点が課題である｡バランスのとれた分野確保の点から先生方の

情報･協力が重要である｡｢自然科学体験学習｣は調査･測定をより充実させた内容としたい｡
イ「自然科学Ａ」
今年度から２年次の自然科学Ａでも取り組んだスクラップブックは､読解力･記述力･情報収集力

が育つ活動として校内の評価は高い｡継続して取り組んでいく｡授業は科目間連携を意識して行っ
ているが､より良い繋がりを研究し､科学を総合的にとらえる力の向上を図る｡
ウ「環境科学」
環境問題への生徒の理解と問題意識がより深まる授業のあり方を継続して研究する｡小・中高等

学校等や地域と連携した発表会等を開催を目指し､地域の発信力をさらに進めたい｡
エ「ＳＳ科学Ⅱ｣､「ＳＳ化学Ⅰ」､｢ＳＳ物理ⅠⅡ｣､｢ＳＳ生物ⅠⅡ｣､｢ＳＳ地学ⅠⅡ｣
科目間連携が定着していると思われるが横断的な学びをいっそう進めていく｡発展的な内容も適

切に扱う他､課題研究の内容を授業に取り入れるなどして､学びの質を高めていく｡
オ「数理科学セミナー」
年３回以上の開催を目標とする｡教員間の情報交換を密に行って適切なテーマ設定を行う｡

カ「ＳＳ課題研究」
研究への意識は比較的高く､真剣さが感じられる｡担当教員は授業以外の時間も活用して実験指

導・ディスカッション等をこまめに行っている｡現在のきめ細かな指導を､今後も継続して行って
いくこと大変重要であり､研究の質･プレゼンテーション能力等をさらに向上させたい｡また､研究
発表等の機会をいっそう広げていきたい｡
キ「サイエンスイングリッシュ(ＳＥ)」
２年SSクラスでは､発音等などの指導及び質疑応答を行う場面の充実を通じて､より質の高いプ

レゼンテーション及びコミュニケーションにつなげることが課題である｡３学年では､受験時期の
中での指導時間確保が課題である｡｢ＳＳ課題研究｣の英語での発表に向けては､研究内容や進捗状
況の共有等､関係教科がより緊密に協力していくことが引き続き重要である｡
ク「海外セミナー」
英語プレゼンテーション及び質疑応答と THS との交流を通して主体的な取り組みが定着した｡

女性科学者育成の基盤づくりにより有効なプログラムがないか常に検討し､さらに優れたものの構
築を目指す不断の努力を続けていく｡また､英語科等関係教科の協力が本研修には欠かせず､今後も
維持していく｡
ケ「小･中学校等に対する科学への夢を育むための教育支援の研究と開発」
本校が地域の中心的な発信基地として機能することで､地域の科学的素養が向上するように積極

的に取り組んでいく｡本校生はインタープリターとして活躍し､SSH活動の成果を教育支援に生かす
ことができている｡小・中学生の感想では､｢実験操作｣や｢まとめ｣については､ほとんどが｢うまく
できた｣と答えていた｡昨年度のアンケート結果をもとに実験プリントを改善した成果かと思われ
る。今後、小中学校教育課程における実験テーマの位置づけ､興味･関心を持たせる実験内容等の
研究は今後も課題である｡また､この取り組みをより広くＰＲすることも必要である。自然科学に
興味･関心をもつ子供たちの裾野を広げていきたい。


